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　　　　　　　　　　花山だよリ（七月）

　天文墓には二匹の飼犬が居る．大きV・方をLクロ「，少さい方をLシロ「と云

ふ．蓋し，毛並の黒白を以って其の名前を附せるが如し．所が去る七月二二日

の午の刻，此の少さV・方のLシロ■が，何を思ってかフラNNと山を下り，

蹴上迄行ったは良V・が，京津國道を疾走する1929年型フォ1ドのポロ自動車

と，アッと云ふ闇もあらばこそ，ドカンとブッツかつて，クラSSと目が眩ら

み，ドタンとビックリ返って，共まN犬死にしました・此れは一大事と早速遺骸

を蜜柑箱にブチ込んで，山へ蹄へり，林の中に穴を掘って，いと鄭重に葬りました・そ

れから・111の諸先生一同御目列の上・嚴かなる御葬式を瞥み一同深く頭を垂れて，南無

阿彌陀佛を唱へて，南無妙法連華経と返し，高マノ原を捻って，讃美歌を合唱し，最後

に一同迭葬曲を奏でました・L天下毫葬「です．東郷元帥の野葬もかくやと偲ばれτ，轄

た感懐に堪へなかったです・　もっとも，中には何も念佛を唱へなかった人もあbまし

た・無宗敏の仁にして，L生は郎ち生くる事なり・死は即ち死る事なり，星は即ち太

陽に異ならす「なんて，威張って居る奴は，’r：　S一ムニヤム＝やと云ひました・もっとヒ

ドいのは，遙う・に空を仰いではしイ・天氣やナア1「と云ひました・だからイヶなV・

のです．畜生と云へども璽魂は不滅，犬罰テキ面にきV・て，七月六日の早朝

花山定期バスはLシロ■往生の名所，L蹴上一1にて，1929年型ボロタキシ1と正面

衝突をなし，搭乗者五名，重二等を負ひました．重傷者は唇を切り，傷侍つ

身の如何ともなし難く，牟日天文豪で寝て居ました，越えて七月十二日，叉

もや定期バスは，國道花山道路入口にて，京阪大型バスに追突され，謄玉が

飛び上りました．幸ひ怪三人はありませんでしたが，天文豪バスはボディ1

をツブされ．て，損害十五圓を蒙りました．其他，七月上旬には，彗星捜索望

遠鏡のハンドルが破損したり，時計室の水銀保温寒暖計が故障を起したりし

て，犬罰と云へども馬鹿にならす，犬が馬や鹿になってはたまらんと云ふ事

が・・ッキリ解かりました．讃者諸子よ，三々犬を，粗うそかにし給ふな・私

は，毎夜，大犬星座と小犬星座とそれから猛犬星座とを拝んで居ます．

　近畿防室演脅下に於ける花山一稻葉先生は，去る七月十五日より三週聞

の豫定で，廣島電信除に召集されましたので，七月十日付辞令で，花山天文

壷防室司令官には，公文工兵少尉殿が任官されました・七月二十六日の演習



434 花山だよ　り 天界161

第一日には，朝より，花山防護團の活躍目ざましく，暗雲低く垂れて今にも

雨が降りさうなのに拘らす，大ド1ムのスリットを，十三ミリメ1トル程開

けて，大望遠鏡を振り廻し，懸命に敵機を捜し求めましたが，不幸，何物を

も爽見出來す，たN“見える物は，雨雲の水滴とレンズの塵とのみでした．勿

論，敵機を登回しても其れ迄で，如何とも爲す能はす，天文i褻には高射砲は

申すに及ばす，一壷の機關銃すらなく，テニスのボPレが三個と野球のボ1

ルが二個あるのみである．敵機が労れば，たy’指を喰へて眺めて居るか，せ

いぜv・L馬鹿野郎］とドナる位が關の山です．此れを察してか，さすがに敵も

さるもの，二十六日の十五時頃，遙か西方に一鮎機影を現はした敵の輕下機，

見る隅々中に高度を下げ，千百米一千米一八百米一六百米と下降したかと思

ふと，急に清水山の西方に於いて，突如，獲動機をピタリと止め，そのまS

稚兇ケ池を飛び越えて天文憂へ突入して來た．スハi一大事と思ふ間もなく，

大ド1ムの上室僅か五十米の鮎をかすめて，徐うに旋圖せす，突如，天文塵

の玄導引に多量の；灰を：撒き散らしました．多分皆んな．ワア1iと云ひました．

急に獲動機の音がして，誰かΨL馬鹿野郎］と云った時には，敵輕爆機は，遙

か東方の大津の上室に飛び去った後でした．其夜は悪憎の雨で，敵機は苛う

か，大事な月蝕さへも見えませんでした・演習第二日，七月二十七日夜の燈

火管制．天文毫は杢等方燈．たゴ本館西入口の内部廊下と宿舎の食堂とだけ

に，黒布に覆はれた電燈が，かすかに，ついて居ます・大ド1ムのテツペン

に上ると京都の北部，西部，南部大阪方面及び山科全部の燈火管制振りがよ

く槻七重來ます．さすがに京都は立派な管制振りで，花山の防空司令官も，

V・と満足に思ぴましたが，tz　g’　一つ，山科方面にある某大工揚（特に名を秘

す）の清燈が，V・さNか遅い．工揚は自らサイレンを鳴らし自ら潰増するので

大攣都合は好いが，それだけ山から見て氣にかkる．力践る所は，自ら進ん

で～足：先に消燈すべきだと思ふ．BKアナウンサ1を眞似てL若し日本を愛

する心が有るならば，其の火を閉して下さ〉・「と呼びましたが，惜しくも，牟

分程叫んだ時に，工揚の燈が清えてしまったので，返す返すも三門でした・

ともかく，花山に高射砲一豪機運僧門豪あれば，蕉京都市内には東より敵機

を入れない自信があると，皆んな云って居ましたつけ・（花山子）


